
「未来を変える声！中高生が語る環境のチカラ」

【東京都】
東京学芸大学附属国際中等教育学校
ソーシャルアクションチームkankyoチーム

森林問題について知ってもらい、考えるきっかけを提供
する

私たちは、この活動を通して、より多くの子どもたちに森林を身近に感じてもらいた

いと考えています。森林問題は決して私たちの世代だけで短期間に解決できるもので

はなく、その影響は長期的な視点で捉え持続的に取り組んでいく必要があります。

だからこそ、次の世代へ学びの機会を届け続けることが大切だと考えています。

木育ワークショップを通して、「森って面白い！」「木ってこんなに違うんだ！」

という発見を届け、森林について考えるきっかけをつくっていきたいです。

そして最終的には、日本や世界の森林問題を、一人ひとりが「ジブンゴト」

として捉えられる社会を目指しています。

私たちは、東京学芸大学附属国際中等教育学校のソーシャルアクションチームkankyoチーム
です。私たちは、森林問題を「ジブンゴト」として捉えてもらうことを目指し、木育ワークショ
ップを中心とした環境啓発活動を行っています。
現在、日本では森林資源が十分に活用されていないことや、森林問題について知る機会が少ない
ことが課題となっています。特に子どもたちは、森林や木材に直接触れる機会が減っていると感
じています。
そこで私たちは、紙芝居の読み聞かせや木に触れる体験を通して、楽しみながら森林について学
べる木育ワークショップを企画・実施しています。子どもたちが森林を身近に感じ、「知る」だ
けでなく「考える」きっかけをつくることを目指しています。

未来につながる
kankyoへの関心を広げたい！

2009年 東京学芸大学附属国際中等教育学校ボランティア部として創立。

2019年 創立10周年をむかえ、そのボランティアにとどまらない活動から
ソーシャルアクションチームと改称。

Vision: 「中高生があたりまえに参画できる社会を実現する。」

Mission: 「中高生が参画しやすい社会を創るために、中高生のモデルとなる。」

主活動: 地域の魅力や課題を発見・発信・解決する地域に根ざした活動から、国際協力や、

環境問題についての教育、環境問題などと多岐に渡って活動しています。これか

らもたくさんの人とのつながりを大切に、中高生の社会貢献活動の可能性を広げ

ていきます！

活動概要・目的

Vision
環境問題を『ジブンゴト』として捉えてもらうことの
できる発信をする

Mission

ー森と次の世代をつなぐ木育ワークショップー

これまでkankyoチームでは、日本の森林問題について知ってもらうため、国産間伐材を⽷の形状

にした「木⽷」を使った木⽷ハンカチの開発・販売などの活動を行ってきました。しかし、イベン

トや文化祭では大人の方が商品を手に取ってくださることが多く、子どもたちへ直接森林の大切さ

を伝える機会はあまりありませんでした。そこで私たちは、日本の未来を担う子どもたちにも、森

林の豊かさや大切さを楽しく知ってもらいたいと考えました。ただ説明をするだけではなく、紙芝

居の読み聞かせや木に触れる体験を通して、「楽しかった！」という気持ちとともに森林への関心

を持ってもらえるような、新しい啓発の形として木育ワークショップを企画しました。

これからも森林を大切にする必要がある

１.紙芝居の読み聞かせ

２.木のブロック遊び

目的：森林の大切さについて知り、森に対する興味を持ってもらう
内容：私たちが制作したオリジナル紙芝居の読み聞かせをする

目的：種類の違う木材を使って樹種による特徴の違いを感じてもらう
内容：種類の異なる木のブロックに触れ、遊んだり比較をしたりする

木育ワークショップの内容

2025/01/22
＠保谷児童館

2025/11/08
＠亀戸ウッドフェス

2026/04/04・05
＠深川ウッドフェス

これまでに、保谷児童館、亀戸ウッドフェス、深川ウッドフェスで計3回、木育ワークショップ

を実施してきました。

初回の保谷児童館では、紙芝居の内容が子どもたちにとって少し難しかったことや、木のブロッ

クに触れる時間が十分に取れなかったことなど、多くの課題が見つかりました。そこで、実施後

には毎回振り返りを行い、「どうすればより楽しく、わかりやすく伝えられるか」をチームで考

えながら改善を重ねてきました。

具体的には、紙芝居にタイトルを付けたり、難しい言葉をよりやさしい表現に修正したり、子ど

もたちが見やすい位置に紙芝居を設置するなどの工夫を行いました。また、読み聞かせの練習を

重ねることで、物語により集中してもらえるようになりました。

実際に、「重さやにおいが違う！」と木の違いに気づく子どもたちもおり、紙芝居や木に触れる

体験を通して、森林を身近に感じてもらえていることを実感しています。

• 木育ワークショップの実施場所

亀戸ウッドフェス・深川ウッドフェスでは、一條木材さんの

ブースの一角をお借りして木育ワークショップを実施しました

。多くの来場者の方に参加していただき、森林や木材について

楽しく学んでもらう機会となりました。

• 紙芝居フレーム

木育ワークショップの紙芝居の読み聞かせで使用する木製の

紙芝居フレームをご提供いただきました。木製の紙芝居フレー

ムを使用することで、より本格的な形で読み聞かせを行うこと

ができました。

• 工場見学

実際に一條木材さんの工場を訪問し、木材加工や端材活用に

ついて学ばせていただきました。普段見ることのできない加工

の工程を知ることで、森林資源の活用について理解を深めるこ

とができました。

高校生ボランティア・アワード2026

活動の動機

木育ワークショップとは？

こどもたちに「森林はとても身近な存在」「森林は私たちの生活に必要不可欠」「これからも
森林を大切にしていく必要がある」といったメッセージを伝えるための方法として私たちが考
えたのが紙芝居です。文字を見たり読んだりするのではなく、絵をみて想像しながらストーリ
ーを聞いてもらう紙芝居は、子どもたちにとって少し難しい内容でも伝わりやすいのではない
かと思いました。登場人物を設定し、物語の内容を考えるところから、紙芝居の絵のデザイン
をするところまで、私たちで１から紙芝居の制作を行いました。

紙芝居の制作

工夫したこと

• 「妖精さん」や「お母さんとキャンプに来た」といった親しみやすいキャラクターを登場させ
ることで、子どもたちがワクワクするストーリーにしました。

• 森の役割や森が失われることの影響、そして子どもたちにもできる「森を守る行動」を描くこ
とで、自然と学びが心に残るよう工夫しました。

• 様々な種類の木材を使ったブロックに触れる機会を作り、五感を使った学びにつなげました。
木材のあたたかみや個性を感じることで、森の豊かさを実感してもらうことを目指しました。

• 紙芝居を制作する際に、タイトルを含めても10枚程度にまとめました。紙芝居ではあるもの
の、子どもたちにとっては難しい内容であるため、長すぎず聞いていて飽きがこない
ちょうど良い長さの紙芝居を目指しました。

木育ワークショップを通して見えたこと

外部連携

今後の活動
• 私たちはこれからも木育ワークショップを継続し、より多くの子どもたちに森林について知

ってもらう機会を届けていきたいと考えています。そのために、地域イベントなど、さらに
多くの場所でワークショップを実施していきます。

• また、一條木材さんとの工場見学を通して、まだ使うことのできる木材の端材が多く存在し
ていることを知りました。そこで今後は、例えば、端材を使用した商品開発など、再利用可
能な資源として、端材を有効活用していく活動にも取り組んでいきたいと考えています。

一條木材株式会社
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